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す主な原因疾患の 1 つとなっている。AMD は現在、その臨床像により典型 AMD、ポリー
プ状脈絡膜血管症（PCV）、網膜血管腫状増殖（RAP）の 3 つのサブタイプに分類されてい












の機能や代謝状況を反映したものが FAF である。自発蛍光の低蛍光所見は RPE 細胞障害
による代謝低下や細胞死を顕しているとされている。FAF は網膜色素変性や錐体ジストロ
フィ、Best 病、Stargardt 病といった網膜変性疾患の病状把握に有用であることが報告さ
れているが、PCV の FAF 所見に関する報告はなかった。今回、我々は PCV の FAF 所見
を検討、典型 AMD と比較することにより特徴的所見を見出した。 
【対象と方法】京都府立医科大学附属病院眼科外来を受診した新規 PCV 症例と、同時期に
受診した新規典型 AMD 症例の FAF を比較した。確定診断は本邦の PCV の診断基準であ
る ICGA での所見（PCV:ネットワーク血管末端のポリープ状病巣あり、典型 AMD：CNV
はあるがポリープ状病巣は認められない）に基づいて行われた。 
FAF は眼底カメラ型装置（トプコン社製 TRC-50DX）を用いて撮影した。PCV 症例および
典型 AMD症例いずれとも両眼とも撮影し、罹患眼のみならず非罹患眼の所見も検討した。
ICGA で同定された異常血管（PCV 症例でのポリープ状病巣、ネットワーク血管、もしく
は典型 AMD 症例での CNV）の各部位の FAF 所見を、均一で境界明瞭な自発低蛍光
（confluent hypoAF)と、不均一で境界不明瞭な顆粒状自発低蛍光（granular hypoAF）と
に分類し、その特徴を検討した。また、PCV と典型 AMD 各罹患眼の間での滲出性病変外
の無症候性自発低蛍光の頻度の差異を検討した。非罹患眼に関しても同様に、両群間で無
症候性の自発低蛍光の頻度の差異を検討した。 
【結果】今回の検討は PCV 症例 92 例と典型 AMD31 例で行われた。PCV 症例では罹患眼
92 眼、非罹患眼 86 眼を、典型 AMD 症例では罹患眼 31 眼、非罹患眼 24 眼が今回の検討
に採択された。罹患眼の解析では PCV 罹患眼 92 眼中 74 眼（80.4％）にポリープ状病巣部
に一致した特徴的な confluent hypoAF を認めた。一方、AMD 罹患眼 31 眼中には病変部
にはこのような confluent hypoAF は 1 例も認められなかった（P＜0.0001）。境界不明瞭
な granular hypoAF は PCV 罹患眼中 91 眼（98.9％）、AMD 罹患眼中 27 眼（87.1％）認
めた（P＜0.05）。また病変外の無症候性自発低蛍光は PCV 罹患眼中 39 眼（42.4％）。AMD
罹患眼中 6 眼（19.4％）であった（P＜0.05）。非罹患眼ではそれぞれ PCV 症例の 54 眼
（62.8％）、典型 AMD 症例の 7 眼（29.2％）に無症候性自発低蛍光を認めた（P＜0.01）。 
【考察】今回の解析により、PCV 症例での特徴的な FAF 所見、すなわちポリープ状病巣に
一致した境界明瞭な confluent hypoAF や病変外・僚眼の無症候性自発低蛍光が明らかとな
った。ポリープ状病巣に一致した明瞭な自発低蛍光は、ポリープ状病巣からの滲出性変化
やポリープ状病巣自体の物理的隆起が同部位の RPE 細胞層にダメージを与え代謝や
viability を著しく障害していることを示唆すると考える。また PCV 症例のネットワーク血
管も RPE 細胞層の下に存在しており、同部位からの滲出性変化による比較的軽度な RPE
細胞障害を惹起していると考えられる。今回、病変外や非罹患僚眼に無症候性自発低蛍光




いる。このことより、CSC と PCV には何らかの共通したバックグラウンドがあることを
示唆する結果と考えられる。何より、PCV と AMD の FAF 所見の差異は、造影剤を用いた
侵襲的な蛍光眼底造影に依存せずとも、非侵襲的な PCV と AMD の鑑別診断が可能である
ことを示唆するものであり、FAF の補助診断ツールとしての臨床意義を示すものと考える。 
